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　いま，Xを経済全体の 1 年間の農業生産物（米）の生産量 2 ，Fを農業の生産関数，Lを農業労働に従
事する農業の労働者人数3，Nを農業に使用されている耕作可能な土地の面積，Tを農業生産の技術水準
とすると，農業生産関数は，労働量Lと土地の面積Nと技術水準Tのそれぞれの増加関数として次の（1）
 1  陸稲や小麦や稗，粟，黍などもあるがまとめて米（稲作）として考えます。
 2  厳密には，稲の量と稲から得られる籾の量は異なっていますが，ここでは同一としています。
 3  労働投入量については，厳密には労働時間数で測るべきですが，ここでは一定の平均的な労働時間を前提に
人数で測ることにします。
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式のように表すことができます。
　　　　X＝F（L, N, T）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1）
　　　　　　FL（L, N, T）＞ 0 , FN（L, N, T）＞ 0 , FT（L, N, T）＞ 0
　　　　　　FLL  （L, N, T）＜0 , FNN（L, N, T）＜ 0 , FTT（L, N, T）＜ 0
　ここで，FL は労働の限界生産性，FN は土地の限界生産性を表しています。FT は技術進歩による労働
生産性の上昇への影響を表しています 4。また，それぞれの限界生産性は逓減すると仮定します。




年の米の生産量が一定（X A ）であり，労働者数がLA と人口が一定状態（PA ）である状態から考察す
るのです。
≪定常状態≫
　 1 人の労働者が生活を支える家族の数をα（≧ 1 ）とすると，この経済の定常状態での労働者の数 
 4  この労働の限界生産性の概念は，数学的には労働投入量Lについての偏微分の大きさとして説明されます。
●Ａ














　経済全体の 1 年間の米の生産量を人口で割ると，この経済で安定的に生活するための 1 人当たりの米
の消費量cA は，次の（3）式のように計算することができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
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 5  このような二部門モデルは，Fei,J.C.H. and Ranis,G., “Development of the Labor Surplus Economy
－ Theory and Policy－”, Richard D Irwin, 1964. の分析方法です。
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　AE や AGの幅は最大限の支配階層（権力者）や商工業者の発生数を表しています。すなわち，LE や 
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≪商工業の発展と農業の発展≫
　図 3 は，農業部門を上方向の図として残して，商工業部門に従事する労働者数を右側のO I から左方
向に取り，生産量を下方向にとった下向きの図として説明します。EAの幅は支配社会層の人数であり， 























ています。また，左の原点OA から右に農業労働者数LAG を取っており，右側の原点O I から左に向かっ
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　このW I の大きさは，Q A やQ 1 の傾き（＝労働の限界生産性）によって表されています。商工業部門 
おいて雇用されない人々は余剰労働者して農業部門において農業に従事することになるのです。 ここで， 
余剰労働力とは，労働の限界生産性が制度的賃金率よりも低い状態の労働力規模の意味です。






　慶安 2 年（1649）に徳川幕府が百姓（農民）8 の生活を統制するために出したと伝えられる御触書があ
ります。「慶安の御触書」 です。32条と奥書より成り，年貢を納めるために農民が守るべき心構えを説
いたものと言われています。徳川幕府の農民観を示しているといわれています。
　第 1 条に，「公儀御法度を怠り地頭代官之事をおろかに不存扨又名主組頭をハ眞の親とおもふへき事」 
と「幕府の出す法令を守り，役人に従うこと」が大事であると説明しています。また，第 5 条には， 
「朝おきを致し，朝草を苅，晝ハ田畑耕作にかゝり，晩にハ繩をないたわらをあみ何にてもそれそれの










































 9  上杉鷹山の米沢藩や山田方石の備前松山藩のように農民の生活を考えて政策を行った藩も多々あります。
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において過ごすよう定められていました。また，朝鮮半島と接している遠国の対馬藩は 3 年に 4 か月，
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す。銀貨の重さ10分が 1 匁，重さ10,000匁が 1 貫です。実際，使う度に天秤などで重さを測って使われ
ていました。
　江戸時代は，商品によってその代金を 「金貨で払うもの」 と 「銀貨で払うもの」，「銅貨で払うもの」 
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えます。すなわち，「士農工商」 の各階層の 1 年間の所得と効用水準の関係を説明し，米価と商工業生
産との相対価格の変化が各階層の生活水準についてどのような影響があるのかについて考察します。
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OA Sの長さであり，米の価値で表すと，OB Sの長さで表されます。また，商工業者の所得は縦軸の商 
工業製品の量で表され，OA I の長さで表されますが，米で測るとOB I の長さで表されます。
　図 4 のUA は農家の効用水準を表す無差別曲線，U I は商工業者の効用水準を表す無差別曲線，U S は
武士階級の効用水準を表す無差別です。点E A ，点E I ，点E S は，それぞれの予算線と無差別曲線が接 
する点であり，農家家計，商工業者家計，武士階級の家計の効用極大点を表す消費者均衡点です。
　ここで，それぞれの消費者均衡点で表される横軸の長さで測られたx A，x I ，x S は，農家家計，商
工業者家計，武士階級の家計の 1 年間の米の消費量であり，縦軸の長さで測られたy A ，y I ，y S は，
それぞれ農家家計，商工業者家計，武士階級の家計の 1 年間の商工業生産物の消費量を表しています。
≪米価の上昇の経済効果≫
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 7 . 藩の財政改革
　各藩の財政改革では，藩内の行財政のために必要な資金を獲得するための財政改革と藩の外において
21 大坂堂島とは，現在の大阪市北区と福島区にまたがる堂島川北岸のビジネス地区にあった江戸時代の全国米
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られるようになり，ことに天明 3 年（1783）に財政緊縮令が出されてからは 7 年， 5 年，あるいは 3 年
間の期限付きで次々に延長されたために，この法令はほとんど切れ目なく出されて幕末に至っています。








































－ 23 －－ 22 －





　 「藩主の人災」 とは，上杉藩の養子となった第 4 代藩主上杉綱憲の父吉良上野介が引き起こした息子



















　 「藩政改革を成功させるために必要なものは何か」 と問われれば，その答えは，「義」 です。「義」 の
ある改革者の藩の藩政改革は成功し，「義」 のないところの藩政改革は失敗していったのです。備前松
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